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九州西岸域のおける赤潮被害の一例

赤潮で斃死したブリ（2009年8月、天草市）

八代海の養殖生簀（2010年7月、東町）

2010年度九州海域の赤潮

八代海のみならず，有明
海・橘湾を含む広領域で
シャットネラ赤潮が出現

特産ブリを中心とし
た漁業被害

2009年：約30億円
2010年：約50億円



2008～2010年の八代海南部海域における表層塩分と
シャットネラ 細胞密度（最大値）の水平分布

2008年

2009年

2010年

いずれの年でも
表層塩分低下
と細胞密度増加
の時期が一致

細胞密度

塩分（psu）

鬼塚ら2011



粒子追跡実験結果（赤潮出現海域）

大規模な赤潮の起源は北中部．
移流過程でシャトネラ分布域の推移を説明可能

細胞密度

7/21-22 7/27 7/30-31 8/3-4

7/27 7/30 8/37/21

上段：楠浦湾起源
中段：北中部起源
下段：観測結果

北中部まで
到達しない

南部にまで
到達するのは僅か

南下の時期が一致

Aoki et al. (2012)



橘湾のシャットネラ赤潮と表層塩分

（長崎水試実施）
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図５ シャットネラ細胞数と塩分の水平分布（平成２１年７月３１日調査）

シャットネラ細胞数 塩 分

図６ シャットネラ細胞数と塩分の水平分布（平成２２年７月２０日調査）
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低塩で高細胞密度の水塊が分布

赤潮 低塩分

しかし，橘湾に大きな河川はない．
どこから低塩分水は来たのか？



目的

• 橘湾におけるシャットネラ赤潮

の発生機構を明らかにする．

• 赤潮発生予測に関わる知見を

収集する．



2010年シャットネラ赤潮時空間分布

諫早湾・島原半島沿岸で赤潮形成後
橘湾内でも赤潮形成(7/13-20)



2009・2010年の橘湾におけるシャットネラ赤潮発生パターン

３回赤潮が出現，降水直後と数日後に赤潮を形成していた．



2010年赤潮発生時・直前

１５・１６日に島原半島東岸で強い南下流がみられ，
その後も流出傾向がみられた．
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橘湾における赤潮非発生(2011・2012)年
の塩分変動
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筑後川からの出
水から約４日後
に口之津（●）塩
分低下のピーク
がみられる



有明海・橘湾における2014年の塩分変動
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島原半島東岸では複数回の低塩化（高温化・南下流の卓越）がみられるが
橘湾に到達したのは7月初旬の１回だけであった．

風向・風速

降雨量

河川水位

レーダ流速

流速計
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2014年７月初旬の塩分低下イベント

7月４日島原半島東岸(●)で低塩化，６・７日に口之津（●）で低塩化，
７日に戸石（●）で低塩化



ここからは海洋レーダデータを使い，
有明海の平均的な流れについて解析

島原半島東岸 ・・・・・→ 橘湾
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有明海における月平均気候流動場

島原東岸の流れ 東岸を通過する水塊

冬季 南下 筑後川河口域起源

夏季 南下（南方程弱い） 諫早湾・佐賀県沖起源



７月・大潮/小潮の平均流動場

大潮期には南下流が弱化，小潮期には強化



南下流の季節変動
（南下流速の頻度）

冬春秋季に南下流が安定的に存在し，夏季に北向流がしばしば見られる．

南 北 北南



夏季島原半島沿いの南下流の頻度分布

夏季における南下流は島原半島の南方ほど不安定である．

北南



筑後川からの出水（ ）からの
経過日数のコンポジット図（2006-2013）

>1000m3/s



各点コンポジット流速

筑後川出水（>1000m3/s）

南方程，南下流は弱く，短期的である．



まとめ①

• 赤潮被害が発生した2010年は諫早湾・有明海で赤潮が形成した後に，

橘湾でも赤潮が出現（複数回赤潮を形成）．

• 有明海の極低塩域（塩分＜２２）では，珪藻が卓越し，優占種が変化

• 2011,2012,2014年の夏季の塩分低下イベントに着目すると，筑後川

出水から，3-5日程度で橘湾でも塩分低下が発生することがある．

• 橘湾で塩分が低下する数日前に，島原半島東岸で南下流の強化が起き

る



まとめ②

• 冬季は有明海全域における南下流が平均的に存在し，

夏季には諫早湾→島原半島東岸の流れが平均的に存在する．

• 平均流は大潮期よりも，小潮期の方が強い．

• 平均的な南下流・出水後の南下流ともに，南方程弱くなる．
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